
 

 

 

 

【ダイヤ改正関係】 
１．運転士・車掌・指導・予備(臨時)の各標準数を運輸区別に明らかにすること。 
２．乗務員の標準数を算定するにあたり、考え方に変更があるか明らかにすること。 
３．のってたのしい列車及び繁忙期輸送等の多客臨設定の見通しを明らかにすること。 
４．ダイヤ改正施行日に発生する要員ギャップ(新潟運輸区 乗務＋10、酒田運輸区 乗務

△21)に対する対処を明らかにすること。 
５．短時間行路は育児介護 A 専用行路とし、育児介護 A 適用社員がいない場合は枠外行路

を作成しないこと。 
６．ダイヤ改正以降、育児介護 A 適用社員が発生した場合は基本行路を分割し、日別に勤

務指定すること。 
７．短時間行路は拘束=実労働としその他時間をあわせて６時間とすること。 
８．相互運用の具体的な運用方法について明らかにすること。 
９．相互運用の運用開始時期、教育内容、教育期間、対象社員を明らかにすること。 
１０．酒田運輸区の運転士担当行路からキハ 110 系を除外すること。 
１１．夜間の安全運行を確保するため 560M をツーマンとすること。 
１２．白山駅の中線にワンマン列車を定期運用しないこと。 
１３．新潟駅高架ホームに手歯止め作業に使用するための足場を設置すること。 
１４．休養管理室のリネン交換の取り扱いが変更された経過、理由を明らかにすること。 
１５．各区の保持すべき乗務可能車種を、車両置き換え計画に沿って明らかにすること。 
１６．労働基準法及び労働安全衛生法に基づく事業場の過半数代表選出手続きにおいて、

乗務を行う企画部門等兼務者の取り扱いを明らかにすること。 
 
【駅の業務執行体制の見直し関係】 
１．東三条駅の 3 月 1 日以降の業務執行体制を明らかにすること。また業務委託する根拠

を明らかにすること。 
２．アシストマルスが定着するまで浦佐駅のみどりの窓口を存続させ、要員体制を変更し

ないこと。 
３．坂町駅及び吉田駅の 3 月 1 日以降の業務執行体制を明らかにすること。また坂町駅を

業務委託する根拠を明らかにすること。 
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